
光学活性なビスイミダゾリン触媒を用い、ニトリル
化合物の活性化を行い、イミンと反応させることで、
光学活性なβ-アミノニトリル類の合成に成功しまし

技術概要
　新しい不斉合成触媒として光学活性ビスイミ
ダゾリン－遷移金属触媒を設計・開発した。こ
の触媒を用いていくつかの不斉合成反応を検討
した所、高収率・高エナンチオ選択性を与える
ことが明らかとなった。なお、本触媒は東京化
成工業株式会社において市販化されている。

背景・従来技術
　近年、医農薬品には不斉炭素が含まれる場合
が多いため、その立体化学を効率よく制御する
不斉触媒の開発が望まれている。

特徴
　開発した不斉触媒を用いることで、これまで
に効率的合成が難しいとされていたニトリル化
合物の活性化が可能となり、β- アミノニトリル
類の合成が可能となった。

実用化イメージ
　本技術における新規の不斉合成触媒の試薬と
しての実用化のみならず、それを用いた不斉合
成法の医薬品候補化合物合成への利用、機能性
材料合成への利用、有機合成反応への利用が期
待できる。そのため、医薬品・ファインケミカル・
農薬・化粧品・化成品メーカーにおいて実用化
が期待される。
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・医薬品合成
・触媒開発
・農薬合成

共同研究を希望するテーマ

　新しい不斉合成触媒や不斉合成技術の開発を行なっています。ご興味があれば、ご連絡ください。
研究者から企業へのメッセージ
企業への提案

イミダゾリン基を有する新規不斉触媒
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・選択的合成
・錯体・有機金属触媒
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